
【指標の説明】

病気を治療する上で栄養状態の改善は重要であり、病院で提供する食事は治療の一環です。

食事の満足度の向上は、喫食率（提供した食事をどれだけ食べていただけたか）の向上につながります。

当院では患者満足度調査に「食事の内容」という設問を設けており、その回答結果やいただいたご意見を

参考に改善に取り組んでいます。

【定義】

分子 分母のうち、５段階回答で「非常に満足」「満足」と回答した数

分母 患者満足度調査の「食事の内容」という設問に対する有効回答数

非常に満足 18.1%

非常に満足 22.8%

非常に満足 17.3%

非常に満足 19.2%

非常に満足 14.7%

非常に満足 20.6%

非常に満足 23.5%

非常に満足 23.0%

非常に満足 19.7%

非常に満足 29.8%

非常に満足 27.2%

非常に満足 23.4%

満足 46.9%

満足 37.7%

満足 46.1%

満足 40.2%

満足 44.7%

満足 38.8%

満足 38.6%

満足 42.9%

満足 45.7%

満足 37.2%

満足 35.8%

満足 21.5%
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受療行動調査

分子158/分母243

厚生労働省2023年度受療行動調査より

「入院患者の病院に対する満足度」の、大病院の「食事の内容」の満足度

食事の満足度

65.0%

60.4%
63.4%
59.4%

44.9%

分子162/分母268

分子161/分母254

分子133/分母224

59.4%
分子129/分母217

59.3%
分子124/分母209

62.0%
分子103/分母166

65.8%
分子106/分母161

岐阜県立多治見病院の推移

65.9%
分子89/分母135

66.6%
分子86/分母129

62.7%
分子104/分母126



【改善への取組み】

食事満足度の増加 ・選択メニューの実施

（朝食は和食と洋食の２種類から選択、

通常食では昼食と夕食に選択メニューを実施）

・主食は複数種類から選択可能

（パン（２種類）、 麺類（２種類）、おにぎり）

・残菜調査を実施し、その結果から献立の見直しを実施

・食器は陶磁器を使用し、自宅の料理に近づける

・定期的にイベントメニュー（季節・郷土料理）を実施

・おいしく調理し、きれいな盛り付けを行う（給食業務

委託業者指導）

・厚生労働省2017年度受療行動調査「入院患者の病院

に対する満足度」のうち、大病院の「食事の内容」の

満足度で検証

・毎年実施する栄養管理部嗜好調査結果で検証

・モニタリング継続

・プロポーザルによる給食委託業者選定

・2017年度から給食委託業者による

病棟訪問を開始

PLAN（計画） DO（実行）

CHECK（評価）ACTION（改善）


